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研究概要 

試料に含まれる元素の化学状態（価数、結合状態）を明らかにすることで、その試料や

元素が受けた化学反応素過程を明らかにし、元素の分配や同位体比の変動要因を解明する。

こうした化学反応素過程の情報を積み上げることで、海水・熱水・間隙水中への元素の溶

解性、生物への取り込み過程、有害元素の挙動などを物理化学的に理解することができる。

また微量元素の挙動の環境パラメータ（pH、Eh、温度など）への依存性を物理化学的に
明らかにすることで、微量元素（濃度・同位体比）をツールとして用いた物質の起源解明

や古環境解析を信頼性高く行うことができるようになる。 
 
分析手法 

1. 水溶液中の微量元素の価数および溶存錯体の分子量解析 

高速液体クロマトグラフィーを接続した ICP質量分析計により、水溶液中の微量元素の価
数（例：ヒ酸と亜ヒ酸など）や溶存錯体の分子量分布（例：腐植物質錯体など）を調べる。

またサイクリックボルタンメトリーにより、酸化還元反応の追跡ができる。 
 

2. 固相中の元素の化学種解析 

主に放射光を用いたＸ線吸収法により、固相に取り込まれた元素の価数や隣接原子との結

合状態（結合距離や配位数）を明らかにする。非晶質でも適用可能で、例えば固液界面の(微
量)元素の価数・対象性・局所構造などを明らかにでき、それを基にその元素の水溶解性や
固相への取り込み機構などを理解できる。 
 
コラボレーションの提案例 

精密な酸化還元状態の化学指標の確立 
- 酸化還元環境の変動に対する多種の元素の価数変化を対応づけることにより、精密な酸
化還元状態の化学指標を確立する。この結果と、酸化還元環境の変動に対して微生物相の

変化を比較するなどして、確立した化学指標の意義を明確にする。 
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